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本町では、平成27（2015）年度に策定した総合戦略に基づき、人口減少の克服と地方創生に向けた施策を推進して

きました。第２期総合戦略は令和3（2021）年度からを計画期間としており、本計画と目指す方向性が同じであること

から、本計画において整合性を図り、効果的に取り組めるように一体的に推進します。

多様な人材の活躍を推進する

新しい時代の流れを力にする

❶農業の振興
❷畜産業の振興
❸林業の振興
❹環境・エネルギー・景観

❶商業・工業の振興
❷観光の振興
❸奥出雲ブランド構築

❶経営支援・担い手育成
❷起業支援と新たな働き方の推進

❶健康づくりと介護予防の一体的推進
❷地域福祉の充実
❸地域医療・介護体制の維持・充実
❹消防・防災対策の推進
❺安心・安全に関する意識啓発

❶公共施設の活用・適正管理
❷生活基盤・交通基盤の整備
❸住宅施策
❹地域情報化の推進

❶効率的・効果的な行政サービスの推進
❷官民協働による戦略的シティプロモーション

❶定住の促進
❷住民主体のまちづくり
❸多様性社会の推進

❶結婚・子育て支援の充実
❷学校教育の充実
❸社会教育の充実
❹地域文化・スポーツ振興
❺地域間交流・国際交流の推進
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産業と自然が
つながる
まちづくり

ⅠⅠ

人と心が
つながる
まちづくり

ⅡⅡ

安心と暮らしが
つながる
まちづくり

ⅢⅢ

基 本 目 標理 念 施 策 分 野

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の取組目標

第２期
まち・ひと・しごと
創生総合戦略の
横断的な取組目標

第２次
奥出雲町総合計画
における施策

自然と共生した
資源循環型産業をつくる１１

人を惹きつける
産業をつくる22

活力ある地域を支える
担い手をつくる33

人々がつながる
コミュニティをつくる44

豊かな心と文化を育てる
環境をつくる55

健やかで安心安全な
暮らしをつくる66

産業と暮らしを支える
インフラをつくる77

持続可能なまちをつくる88

目標１ 目標２

目標

１
目標

２

目標３ 目標４
稼ぐ地域をつくり、
奥出雲町で安心して
働けるようにする

都市とのつながりを築
き、奥出雲町へ新しい
ひとの流れをつくる

結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

ひとが集う、安心して
暮らすことができる
魅力的なまちをつくる

多様なひとびとの活躍による地方創生の推進
誰もが活躍する地域社会の推進

地域におけるSociety5.0の推進
地方創生SDGsの実現など持続可能なまちづくり

‐ ❶ 効率的・効果的な行政サービスの推進 （民間活力の導入、住民と協働のまちづくり）

‐ ❹ 地域情報化の推進
‐ ❶ 効率的・効果的な行政サービスの推進 （行政サービスの効率化）

計画の実現にむけて

● SDGsと連動した施策展開

77

88

88

11 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と施策の関係「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と施策の関係
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まちづくりの目標まちづくりの目標 関連計画関連計画

農村地域では、都市部以上に人口

減少、高齢化が進み、担い手・後継者

不足により農地の荒廃や生産基盤の

脆弱化が進行しています。

また、国際貿易交渉の進展により、

安価な農林畜産物や加工品が輸入さ

れる一方、国内需要の縮小と消費者

ニーズの多様化による産地間競争が

激化し、農業を取り巻く情勢は、厳し

い状況にあります。

（１） 農地の維持・管理・保全（１） 農地の維持・管理・保全
　中山間地域等直接支払制度（5期）では、認定農業者の育成を図り、

農用地の集積、農業経営の体制強化を進めるとともに、未協定集落の集

落協定の締結を進め、農地の維持・管理を図ります。また、国営開発農

地 においても、個別協定の締結や後継者等への経営継承を図りながら、

今後も認定農業者など担い手への農地の集積を促します。

（２） 奥出雲の強みを活かした特色ある生産と販売（２） 奥出雲の強みを活かした特色ある生産と販売
地域に根差した資源循環型農業を推進し、「仁多米」はもとより町内

で生産される農産物のブランド力強化を図り、地元産直市などを活用し

た地産地消の推進、「奥出雲ブランド」や「農業遺産認定」を活かした

有利販売に努め、生産者の所得向上を目指します。

（３） 農業の生産性向上のための新技術の導入（３） 農業の生産性向上のための新技術の導入
これまでの農業では、生産者の経験と勘による栽培が行われてきまし

た。今後は栽培データの集積と分析を進めマニュアル化し、栽培技術の

向上と農作業の省力化をすることで、「誰でも、どこでも」良質な農産品

の生産を可能にし、担い手確保につながるスムースな事業承継環境を整

備します。また、生産性向上や省力化に向けたスマート農業技術の導入や活用について支援を行い、持続可能な農業を目指し

ます。

KPI
（Key Performance Indicator/重要業績評価指標）

基準値
2020年度

目標値

2025年度 2030年度

中山間地域等直接支払事業
協定農用地面積

1,982
ha

1,960
ha

1,940
ha

（５） 安心・安全で売れる農産物の生産（５） 安心・安全で売れる農産物の生産
農産物の安心・安全を確保するため、「GAP：農業生産工程管理」の

取組を推進します。

また、「仁多米」の特別栽培米（エコ米）及び減農薬、減化学肥料栽

培を推進し、消費者が求める安心・安全で高品質な農産物の生産に努め

ます。

KPI
（Key Performance Indicator/重要業績評価指標）

基準値
2020年度

目標値

2025年度 2030年度

環境保全型農業取組者数 59件 65件 70件

KPI
（Key Performance Indicator/重要業績評価指標）

基準値
2020年度

目標値

2025年度 2030年度

産直市販売額 16,540
万円

16,800
万円

17,000
万円

KGI
（Key Goal Indicator /重要目標達成指標）

基準値
2020年度

目標値

2025年度 2030年度

認定農業者数 70件 75件 80件

主要農産品販売額（JA取扱分） 97,113万円 100,000万円 102,000万円

KPI
（Key Performance Indicator/重要業績評価指標）

基準値
2020年度

目標値

2025年度 2030年度

先端技術導入経営体数 6
経営体

10
経営体

15
経営体

（４） 棚田を活用した農村振興（４） 棚田を活用した農村振興
棚田地域振興法の施行により、棚田を核とした棚田オーナー制度の活

用、郷土料理の提供、棚田ブランド米の販売、古民家を改修しての農泊や

農業体験、棚田展望台、棚田のライトアップ、棚田カフェなど新しい視点

での農村振興を推進します。併せて、中山間地域等直接支払事業の棚田

加算を活用し、これらの取組を町全域の集落に広げます。行政の役割、集落、個人の取組を明確にし、農業体験や移住体験、短

期宿泊体験などとの連携を促すことで、交流人口及び関係人口の拡大、移住定住につながるしくみづくりを進めていきます。

KPI
（Key Performance Indicator/重要業績評価指標）

基準値
2020年度

目標値

2025年度 2030年度

中山間地域直接支払事業
での棚田加算措置集落数

18
集落

28
集落

38
集落

施策を取り巻く社会情勢施策を取り巻く社会情勢

みんなが

協力
できること

町民・地域

企業・団体

◆地産地消で地元の食材に興味を持とう
◆町民一人ひとりが自らの農地を守ろう

◆生産性と収益性の高い農産物を普及しよう
◆先進的な農業技術を普及しよう

10年後のめざす姿10年後のめざす姿
町内産農産物のさらなるブランド化を推進するとともに、

「儲かる農業」への転換を図り、
新規就農者や規模拡大を目指す農業者を支援することによる、

安定的に安心・安全な農産物を生産するまち

取 組取 組

（現状と課
題）奥出雲町の

状況

◆本町は昼夜の寒暖差が大きく冷涼な気候を活かした農業が

特徴です。水田では、ブランド米である「仁多米」が生産さ

れ、転作地や国営開発農地では、キャベツやほうれんそうな

どの特産野菜のほか、そば、エゴマの振興を図っています。 

◆農家は小規模経営が中心で、専業農家は少なく、農業従事

者の高齢化と担い手不足を背景に、耕作放棄地や遊休農地

が増加傾向にあります。また、基盤整備に係る負担金や流

通経費の高騰、機械への過剰投資など、生産コストの低減

が課題となっています。

◆今後は、農地の集積やスマート農業の活用、集落営農等の

法人化、日本型直接支払制度等により、農地を守り、活かす

取組を推進する必要があります。

自然と共生した資源循環型産業をつくる自然と共生した資源循環型産業をつくる
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農業の振興農業の振興
基本目標１基本目標１

11

総合戦略
取組目標２ 総合戦略

取組目標３ 総合戦略
取組目標４総合戦略

取組目標１
第２期 総合戦略の取組目標

基本目標
７つの基本目標のうち該当する
基本目標を示しています。

施策分野
該当する施策分野
を示しています。

施策を取り巻く社会情勢
施策分野に関連する社会全
般の情勢や国の政策の動向
などを示しています。

取組
各施策分野における本町
の取組を示しています。

KPI
取組を通じた活動実績を
示す指標です。

みんなが協力できること
各施策分野において、町民･
地域、企業･団体が協力してで
きることを示しています。

奥出雲町の現状（現状と課題）
施策分野における本町の現状と課
題を示しています。

10年後のめざす姿
施策の推進を通じて実現を目指
す10年後の地域社会のイメージ
です。

まちづくりの目標・KGI
施策を推進することによって得
られる効果を示す指標です。

関連計画
施策分野に関連する個別計画
を示しています。

総合戦略との関連 ／ SDGsとの関連
施策分野と合致する総合戦略の取組目標とSGDsのゴールを示しています。
SGDsの各ゴールの内容はp.22を参照してください。
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